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発表演題名 検査の過誤防止に向けて～浴槽水試験を例に～ 

発表学会名 平成２８年度地方衛生研究所東海北陸ブロック環境衛生監視員研修会 

発表者名 酒井 康行（保健衛生部） 

開催場所 福井県庁（福井市） 

発表日時 平成２９年１月１８日（水） 

発表内容 旅館または公衆浴場の浴槽水を例に挙げて、水質検査すなわち水質基準

への適合判定における注意事項について紹介した。 

通常、検査は検体採取、試験および結果の判定から成り立っており、ど

の過程においても、適切に行わなければ正確な検査結果は得られない。例

えば、不適切に採取された検体を、いかに正確に測定しても検査には用い

ることは出来ない。 

検査は、衛生管理状況を確認するために行うものであり、行政措置の科

学的根拠となるので、誤判定のリスクは最小限に留めなければならない。 

 


